
２０２２年（令和４年）９ 月 １９ 日

　

２

０

５

０

年

の

脱

炭

素

化

の

実

現

に

向

け

、

国

や

企

業

、

地

方

自

治

体

等

に

よ

る

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

の

排

出

量

削

減

に

向

け

た

取

り

組

み

が

加

速

し

て

い

る

。

し

か

し

、

日

本

総

合

研

究

所

創

発

戦

略

セ

ン

タ

ー

の

瀧

口

信

一

郎

シ

ニ

ア

ス

ペ

シ

ャ

リ

ス

ト

は

７

月

に

出

版

し

た

『

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

・

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

マ

ー

』

（

エ

ネ

ル

ギ

ー

フ

ォ

ー

ラ

ム

）

の

中

で

、

「

脱

炭

素

化

と

は

新

し

い

社

会

・

産

業

構

造

へ

の

大

変

革

で

あ

り

、

実

現

に

向

け

長

期

に

わ

た

り

巨

額

の

投

資

が

行

わ

れ

る

。

こ

の

投

資

を

Ｃ

Ｏ

２

の

排

出

削

減

に

向

け

る

だ

け

で

な

く

、

社

会

イ

ン

フ

ラ

の

再

構

築

や

産

業

構

造

の

転

換

等

に

も

つ

な

げ

る

こ

と

が

重

要

で

は

な

い

か

」

と

問

題

提

起

し

て

い

る

。

　

瀧

口

氏

に

よ

る

と

、

脱

炭

素

化

に

は

国

際

的

な

覇

権

争

い

の

側

面

が

あ

る

。

�

世

紀

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

覇

権

の

源

は

「

燃

料

」

だ

っ

た

が

、

脱

炭

素

化

の

流

れ

の

中

で

「

設

備

」

へ

と

シ

フ

ト

。

中

国

は

製

造

業

、

欧

州

は

金

融

、

米

国

は

先

端

技

術

の

各

分

野

で

主

導

権

を

握

ろ

う

と

力

を

注

い

で

い

る

と

い

う

。

　

「

中

国

、

欧

州

、

米

国

に

は

い

ず

れ

も

、

広

大

な

土

地

で

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

安

く

作

れ

る

強

み

が

あ

る

。

そ

う

し

た

中

、

日

本

が

製

造

業

や

先

端

技

術

、

再

エ

ネ

等

で

各

国

に

追

随

し

て

い

っ

て

も

、

将

来

的

に

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

が

取

れ

る

と

は

考

え

に

く

い

。

こ

の

ま

ま

排

出

削

減

だ

け

に

力

を

注

い

で

い

っ

た

場

合

、

他

国

が

製

造

し

た

設

備

や

コ

ス

ト

の

高

い

再

エ

ネ

電

力

に

多

額

の

資

金

を

投

じ

る

こ

と

に

な

り

か

ね

ず

、

明

る

い

未

来

は

開

け

な

い

」

　

で

は

、

脱

炭

素

投

資

を

よ

り

有

益

な

も

の

に

す

る

に

は

何

が

必

要

な

の

か

。

瀧

口

氏

は

日

本

の

強

み

で

あ

る

、

省

エ

ネ

な

ど

に

代

表

さ

れ

る

「

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

力

」

に

改

め

て

注

目

す

べ

き

と

主

張

す

る

。

「

か

つ

て

日

本

は

省

エ

ネ

先

進

国

と

呼

ば

れ

た

。

製

造

の

最

前

線

で

設

備

を

細

か

く

調

整

す

る

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

力

は

い

ま

な

お

他

国

に

比

べ

て

優

位

性

が

あ

る

。

脱

炭

素

化

に

向

け

、

日

本

は

狭

い

国

土

に

小

規

模

な

再

エ

ネ

設

備

が

分

散

し

て

い

く

こ

と

に

な

る

が

、

今

後

、

蓄

電

池

な

ど

を

組

み

込

ん

だ

シ

ス

テ

ム

が

よ

り

複

雑

化

し

て

い

っ

て

も

、

需

要

家

が

育

ん

だ

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

力

と

デ

ジ

タ

ル

技

術

を

組

み

合

わ

せ

る

こ

と

で

最

適

に

運

用

で

き

る

ポ

テ

ン

シ

ャ

ル

が

あ

る

」

。

さ

ら

に

、

こ

う

し

た

分

散

型

エ

ネ

ル

ギ

ー

シ

ス

テ

ム

を

構

築

す

る

タ

イ

ミ

ン

グ

で

周

辺

の

イ

ン

フ

ラ

や

新

た

な

産

業

プ

ロ

セ

ス

を

再

構

築

す

る

こ

と

で

、

社

会

に

よ

り

多

く

の

価

値

を

創

出

で

き

る

と

話

す

。

「

都

市

部

に

再

エ

ネ

を

補

完

す

る

蓄

電

池

を

設

置

す

る

な

ら

ば

電

気

自

動

車

の

蓄

電

池

も

活

用

し

、

交

通

イ

ン

フ

ラ

の

充

実

や

都

市

の

レ

ジ

リ

エ

ン

ス

強

化

に

も

つ

な

げ

る

。

治

水

用

の

ダ

ム

に

は

水

力

発

電

を

設

置

し

、

周

辺

流

域

の

活

性

化

に

も

役

立

て

る

。

工

業

団

地

で

は

Ｃ

Ｏ

２

を

リ

サ

イ

ク

ル

し

て

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

利

用

し

な

が

ら

素

材

な

ど

の

新

し

い

産

業

創

出

に

も

つ

な

げ

る

と

い

っ

た

イ

メ

ー

ジ

だ

」

。

　

各

地

域

の

企

業

や

自

治

体

は

分

散

型

エ

ネ

ル

ギ

ー

シ

ス

テ

ム

を

中

心

と

し

た

新

し

い

社

会

イ

ン

フ

ラ

を

シ

ェ

ア

し

な

が

ら

連

携

し

て

各

種

事

業

を

手

掛

け

、

脱

炭

素

化

も

推

進

す

る

。

事

業

を

主

導

す

る

の

は

地

域

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

需

要

を

取

り

ま

と

め

な

が

ら

シ

ス

テ

ム

の

運

用

等

も

担

う

「

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

・

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

マ

ー

（

脱

炭

素

基

盤

事

業

者

）

」

だ

。

「

地

域

に

根

差

し

た

都

市

ガ

ス

事

業

者

に

は

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

マ

ー

の

役

割

を

担

え

る

可

能

性

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

」

と

瀧

口

氏

は

指

摘

す

る

。

　

日

本

総

研

は

�

年

１

月

に

「

ロ

ー

カ

ル

グ

リ

ッ

ド

研

究

会

」

を

立

ち

上

げ

、

配

電

事

業

の

事

業

モ

デ

ル

の

研

究

に

取

り

組

ん

だ

。

都

市

ガ

ス

業

界

で

は

東

邦

ガ

ス

、

静

岡

ガ

ス

が

参

加

し

た

。

今

年

９

月

に

は

ダ

ム

を

治

水

と

発

電

の

両

方

に

活

用

し

な

が

ら

地

域

振

興

に

つ

な

げ

る

官

民

連

携

モ

デ

ル

を

検

討

す

る

研

究

会

も

立

ち

上

げ

た

。

こ

れ

ら

の

取

り

組

み

を

通

じ

、

日

本

の

強

み

を

生

か

し

た

脱

炭

素

化

の

形

を

模

索

し

て

い

く

と

い

う

。
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